
東温市事務事業評価シート　平成27年度実施事業対象

№ ― 3

年度 ～ 年度

① ④

② ⑤

③

単位 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

26 27 28

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

3 2 3 2

3 1 2 2

非該当

事業の目的 最終的 未徴収金の根絶を目指します。 今年度 効率的な滞納整理方法の検討します。

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 水道課 係　　名 管理係 電話番号

経常的事務事業 事業運営方法 直営 実施計画

滞納者の抽出 新規未納者の発生防止

督促状発送 電話等による直接納入依頼

長期高額滞納者の抽出

成果指標

公的関与

089-964-4416 メールアドレス suido@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

（４）水道事業の健全運営

事業区分

事業の対象 水道料金未納者 根拠法令

総合計画 政策目標 第１章 地球と共生する快適環境のまち 政策項目 ３ 上水道等の整備

020 2001 事務事業名 (上水）滞納整理業務 細事務事業名 料金の滞納整理及び不能欠損事務

主要施策

指標名 計算式又は指標設定理由 最終目標

徴収率 収納実績/調定額 ％
100 100 100 100

90 90

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 水道事業会計 費目名 上水道事業

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 0 0 0

計(Ａ) 0 0 0

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.177 1,064 0.251 1,512 0.251 1,497

臨時職員工数・経費 0.103 200 0.107 206 0.107 206

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 1,264 1,717 1,703

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 管理係
総　合
評価点

Ｄ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

中・長期的な滞納整理計画を作成し、督促納期を過ぎた水道料金の計画的な滞納整理が必要です。

効率性 中・長期の滞納整理計画の作成とルーティン化した滞納整理事務の実施が必要です。

改　革
計　画

督促納期を過ぎた料金の催告対象者に対して、納付督励や、訪問収納を実施し、経営基盤強化や公平性確保を図りながら、民間委託等を含め
た対策の検討をします。

今後の方向性 方法改善達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

未納金の累積額が年々増加している状況が続いているため、滞納整理の頻度、手法を見直してください。

二次評価者 水道課長
総　合
評価点

Ｄ 必要性 有効性

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

利用者負担の原則から、使用料の滞納は認められず、徴収率100％を目標として事業実施の必要があります。

有効性
督促状の送付のみでなく、電話連絡による納付督促や給水停止措置を含めた催告通知が必要です。税務課等滞納整理実施部局との連携を図
る必要があります。

達成度 徴収能力の向上を図るため、計画的かつ多様な滞納整理を実施していくことが重要です。

必要性



東温市事務事業評価シート　平成27年度実施事業対象

№ ― 3

年度 ～ 年度

① ④

② ⑤

③

単位 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

26 27 28

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

3 4 3 4

3 4 3 1

非該当

事業の目的 最終的 未検針件数、検針誤り件数を減少します。 今年度

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 水道課 係　　名 管理係 電話番号

経常的事務事業 事業運営方法 一部委託 実施計画

使用者名儀の異動処理　新規加入者登録処理 未検針メーター再検針

検針台帳の作成　ハンディターミナル入力 異常水量表示者再調査

検針

成果指標

公的関与

089-964-4416 メールアドレス suido@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

（４）水道事業の健全運営

事業区分

事業の対象 各戸水道メーターの検針 根拠法令

総合計画 政策目標 第１章 地球と共生する快適環境のまち 政策項目 ３ 上水道等の整備

020 2002 事務事業名 （上水）検針事業 細事務事業名 検針及び未検針・異常水量等の確認事務

主要施策

指標名 計算式又は指標設定理由 最終目標

未検針、検針誤り件数
各戸水道メーターの未検針、検
針誤り件数

件
0 0 0 0

0 0

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 水道事業会計 費目名 上水道事業

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 9,861 6,621 6,885

計(Ａ) 9,861 6,621 6,885

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.202 1,215 0.272 1,638 0.272 1,622

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 11,076 8,259 8,507

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 管理係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

メーターの上に車がある等の検針環境が整っておらず、再度訪問しないといけないケースがあります。

効率性 概ね目標は達成していますが、検針回数等の効率性の向上を検討する必要があります。

改　革
計　画

住民に対し、検針環境の整備をするように、協力依頼(広報通知）を行い、可能な限り再訪問にならないように効率化を図ります。また、検針員に
対しても検針できない家を検針期間中複数回訪問し、環境改善を促すよう、指導します。

今後の方向性 方法改善達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

現在、検針員の確保に困難が生じています。
他の自治体の事例を参考に、検針業務の手法に改善の余地があります。

二次評価者 水道課長
総　合
評価点

Ｂ 必要性 有効性

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

正確な料金徴収のためには必要です。

有効性 正確な料金徴収のためには有効ですが、一層の効率性を追求する必要があります。

達成度
未検針の件数はありません。また、検針誤りも発見後即座に調定変更、還付処理等を行っており、概ね目標は達成していますが、効率性の向上
を検討する必要があります。

必要性



東温市事務事業評価シート　平成27年度実施事業対象

№ ― 3

年度 ～ 年度

① ④

② ⑤

③

単位 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

26 27 28

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

3 4 4 3

4 4 3 2

該当

事業の目的 最終的
定期点検による事故の防止、施設の能力を維持しま
す。

今年度 点検維持管理体制の整備、点検管理計画の作成します。

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 水道課 係　　名 管理係 電話番号

施設の維持管理 事業運営方法 一部委託 実施計画

巡回点検または通報による異常個所の発見 修繕計画の作成

異常箇所の修繕

点検管理計画の作成

成果指標

公的関与

089-964-4416 メールアドレス suido@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

（４）水道事業の健全運営

事業区分

事業の対象 配水、給水施設 根拠法令

総合計画 政策目標 第１章 地球と共生する快適環境のまち 政策項目 ３ 上水道等の整備

020 2003 事務事業名 （上水）給水施設維持管理事業 細事務事業名 管路施設維持管理事務（状況確認及び修繕）

主要施策

指標名 計算式又は指標設定理由 最終目標

事故件数 本管漏水件数 件
0 0 0 0

32 22

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 水道事業会計 費目名 上水道事業

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 10,294 14,259 18,500

計(Ａ) 10,294 14,259 18,500

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.305 1,834 0.305 1,837 0.305 1,819

臨時職員工数・経費 0.235 457 0.235 452 0.235 453

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 12,585 16,548 20,772

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 管理係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

配給水施設の機能を保つことにより、水道利用者への安定供給を図ります。

効率性 概ね目標は達成していますが、業者委託等による効率性・正確性の向上を検討する必要があります。

改　革
計　画

点検管理計画に基づいた計画的な巡回点検を実施し、継続的に適切な維持管理を行いながら、民間委託による効率的・正確性の向上を検討し
ていきます。

今後の方向性 方法改善達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

宅内漏水が年々増加傾向にあります。
直接料金に繋がるため、早期発見、早期修繕に努めてください。

二次評価者 水道課長
総　合
評価点

Ｂ 必要性 有効性

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

施設維持管理上不可欠ですが、一部民間業者委託等検討の余地があります。

有効性 点検管理計画に基づいた維持管理により、施設を適正に管理することができています。

達成度 定期点検により、適正な施設能力の維持ができています。

必要性



東温市事務事業評価シート　平成27年度実施事業対象

№ ― 6

年度 ～ 年度

① ④

② ⑤

③

単位 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

26 27 28

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

3 4 3 4

4 4 3 2

機械による監視が出来るようになりました。適切な維持管理に努めてください。

二次評価者 水道課長
総　合
評価点

Ｂ 必要性 有効性

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

維持管理上不可欠ですが、業者委託、水道監視システムのさらなる範囲拡大等検討の余地があります。

有効性 定期的な点検や水質管理により、施設を適正に管理することができています。

達成度 定期点検により、適正な施設能力の維持ができています。

必要性

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 1,411 1,396 1,399

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 管理係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

日常点検、水道監視システムにより、事故の防止に努め、水道水の安定供給を目指します。

効率性 概ね目標は達成していますが、業者委託や水道監視システムの更なる整備により効率性、正確性の向上を図る必要があります。

改　革
計　画

点検箇所、運営方法等をさらに見直し、効率化・正確性の向上を図ります。

今後の方向性 方法改善達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

計(Ａ) 0 0 0

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

臨時職員工数・経費 0.726 1,411 0.726 1,396 0.726 1,399

0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 0 0 0

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 水道事業会計 費目名 上水道事業

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0

指標名 計算式又は指標設定理由 最終目標

事故件数
浄水、配水及び給水施設の事故
件数

件
0 0 0 0

39 25

公的関与

089-964-4416 メールアドレス suido@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

（４）水道事業の健全運営

事業区分

事業の対象 浄水、配水及び給水施設 根拠法令

総合計画 政策目標 第１章 地球と共生する快適環境のまち 政策項目 ３ 上水道等の整備

020 2004 事務事業名 （上水）日常点検事業 細事務事業名 日常点検事務

主要施策

該当

事業の目的 最終的
水道監視システムによる監視により、事故の防止、施設
の能力維持等を行い、効率的に水道水の安全確保を
図ります。

今年度

水道監視システムによる効率的な監視及びシステム導入に
伴う毎日巡回箇所の見直しにより、効率的に事故の防止、施
設の能力維持、水質管理を行い、水道水の安全確保を図り
ます。

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 水道課 係　　名 管理係 電話番号

施設の維持管理 事業運営方法 一部委託 実施計画

巡回点検、水道監視システムによる異常箇所の発見、水質
確認

異常箇所の修繕

成果指標



東温市事務事業評価シート　平成27年度実施事業対象

№ ― 6

年度 ～ 年度

① ④

② ⑤

③

単位 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

26 27 28

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

3 4 3 4

4 4 4 4

該当

事業の目的 最終的
水道管理システムによる監視、定期点検による事故の
防止、水質管理を行います。

今年度

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 水道課 係　　名 管理係 電話番号

施設の維持管理 事業運営方法 一部委託 実施計画

巡回点検による水質確認

異常原因調査

修繕、設備更新計画の策定

成果指標

公的関与

089-964-4416 メールアドレス suido@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

（３）水質管理体制の強化

事業区分

事業の対象 水源地の施設及び設備 根拠法令

総合計画 政策目標 第１章 地球と共生する快適環境のまち 政策項目 ３ 上水道等の整備

020 2005 事務事業名 （上水）水源施設維持管理事業 細事務事業名 水源施設維持管理事務

主要施策

指標名 計算式又は指標設定理由 最終目標

事故件数 水源地施設事故件数 件
0 0 0 0

2 3

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 水道事業会計 費目名 上水道事業

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 12,450 20,259 33,816

計(Ａ) 12,450 20,259 33,816

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

臨時職員工数・経費 0.210 408 0.210 404 0.210 405

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 12,858 20,663 34,221

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 管理係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

概ね目標は達成しておりますが、効率性・正確性の向上を随時検討しながら、一層の安全確保に努める必要があります。

効率性 概ね目標は達成していますが、業者委託等による効率性・正確性の向上を検討する必要があります。

改　革
計　画

一部民間委託の検討を行い、施設の事故・不具合等を未然防止に努めるとともに、安全で安定した水の供給を行うため、施設の計画的・効率的
な整備・更新を行います。

今後の方向性 現状維持達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

概ね整備が完了したので、適切な維持管理を行ってください。

二次評価者 水道課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

維持管理上不可欠ですが、業者委託等検討の余地があります。

有効性 定期的な点検や水質管理により、施設を適正に管理することができています。

達成度 定期点検により、適正な施設能力の維持ができています。

必要性



東温市事務事業評価シート　平成27年度実施事業対象

№ ― 3

年度 ～ 年度

① ④

② ⑤

③

単位 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

26 27 28

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

3 4 3 2

4 4 4 4

該当

事業の目的 最終的
水道監視システムによる監視、定期点検等による事故
の防止、水質管理を行います。

今年度

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 水道課 係　　名 管理係 電話番号

施設の維持管理 事業運営方法 一部委託 実施計画

巡回点検、水道監視システムによる監視により水道施設の点
検確認

異常原因調査

復旧

成果指標

公的関与

089-964-4416 メールアドレス suido@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

（４）水道事業の健全運営

事業区分

事業の対象 浄水施設 根拠法令

総合計画 政策目標 第１章 地球と共生する快適環境のまち 政策項目 ３ 上水道等の整備

020 2006 事務事業名 （上水）浄水施設維持管理事業 細事務事業名 浄水施設管理業務に関する事務

主要施策

指標名 計算式又は指標設定理由 最終目標

事故件数 水質異常事故件数 件
0 0 0 0

3 2

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 水道事業会計 費目名 上水道事業

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 11,696 13,143 7,465

計(Ａ) 11,696 13,143 7,465

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.070 421 0.070 422 0.070 417

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 12,117 13,565 7,882

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 管理係
総　合
評価点

Ｂ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

概ね目標は達成していますが、効率性・正確性の向上を検討する必要があります。

効率性 水道監視システムの拡充等により、効率性を高められる余地がありますが、現段階でも効果的に実施されています。

改　革
計　画

巡回箇所の精査、水道監視システムによる管理箇所の拡充、更なる整備について検討を行います。

今後の方向性 現状維持達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

概ね整備が完了しました。専門家による適切な維持管理が必要です。

二次評価者 水道課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

運転管理上不可欠であり、巡回点検、水道監視システムによる管理は必要です。

有効性 巡回点検による現地確認、水道監視システムによる確認により、有効的に実施しています。

達成度 巡回点検、水道監視システムにより、現段階でも管理が実施されています。

必要性



東温市事務事業評価シート　平成27年度実施事業対象

№ ― 4

年度 ～ 年度

① ④

② ⑤

③

単位 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

26 27 28

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 4 4

4 4 4 4

現状で適切に水質管理を行っています。　引き続き、実施してください。

二次評価者 水道課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

法定検査であり、水質検査の観点から実施は必要です。

有効性 法定検査であり、検査項目も適正で、安心・安全な水道水を供給することができます。

達成度 法定検査であり、検査項目も適正で、安心・安全な水道水を供給することについて、十分目的を達成しています。

必要性

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 16,748 16,941 18,544

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 管理係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

適正に実施されています。

効率性 検査機関選定、検査方法等コスト削減の余地はありますが、効果的に実施されています。

改　革
計　画

今後も適正に維持管理していきます。

今後の方向性 現状維持達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

計(Ａ) 15,401 15,694 17,309

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.224 1,347 0.207 1,247 0.207 1,235

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 15,401 15,694 17,309

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 水道事業会計 費目名 上水道事業

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0

指標名 計算式又は指標設定理由 最終目標

業務の性質上、指標設定になじ
まみません。

公的関与

089-964-4416 メールアドレス suido@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

（３）水質管理体制の強化

事業区分

事業の対象 水道利用者 根拠法令 水道法

総合計画 政策目標 第１章 地球と共生する快適環境のまち 政策項目 ３ 上水道等の整備

020 2008 事務事業名 （上水）水質管理事務 細事務事業名 水質管理事務

主要施策

非該当

事業の目的 最終的
水道原水水質の管理、浄水水質の管理により、安全な
水道水を供給します。

今年度

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 水道課 係　　名 管理係 電話番号

施設の維持管理 事業運営方法 一部委託 実施計画

定期的に原水、浄水を採取

検査機関に持ち込み

検査結果の公表

成果指標


